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学 校 教 育 計 画
１ 学校規模等

(1) 学校規模

郡市名 中津川市 学校名 落合中学校 校 長 名 河 合 孝 明

学校所在地 〒508-0006 中津川市落合７６１－２ 電話番号 0573-69-3206
E-mail ochiaijh@city.nakatsugawa.gifu.jp

校区の小学校名 落合小学校 HP-URL http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/kyouiku/ochiaichuu/

校 長 １ 第 第 第 特別 合 通級に
県 学 学 １ ２ ３ 支援 よる指

教 頭 １ 年 学 学 学 学級 導
級 年 年 年 計

費 主 幹 教 諭 ０
生 学級数 ２ ２ ２ ２ ８

教 諭 １１
教 （常勤講師） (２) 徒 生 男 ３０ ３４ ２３ ３ ９０ ０(０)

養 護 教 諭 １ 数 徒 女 １７ ２４ １８ １ ６０ ０(０)
職 (養護助教諭) (０)

数 計 ４７ ５８ ４１ ４ １５０ ０(０)
栄 養 教 諭 ０

員 校 務 員 １ 図 書 整 理 員 ０ 調 理 員 ５
学校栄養職員 ０ 市
(臨時技師) (０) 町 学習指導のための職員 １ 生活支援のための職員 ０

等 村
事 務 職 員 １ 費 その他の職員（内訳： ） ０
（臨時主事） (０) 職

の 員
非 常 勤 講 師 ３ 等

の
数 合 計 １８ 数 スクールカウンセラー・相談員等（内訳： ） ０

司 書 教 諭 ０

学校評議員 ７

(2) 地域・学校・生徒の実態

＜地域・学校の状況＞
本校は市の北東部長野県境に位置し、昭和31年中津川市に合併した地域である。落合地域には、保

育園、小学校、中学校がそれぞれ各１校ある。歴史的には、縄文時代の遺跡があることから古くから
人が住んでいた。また、古くから交通の要衝で、町並みは旧中山道落合宿の面影を残している。近く
には、馬篭・妻篭の観光地もあり、島崎藤村ゆかりの史跡もあるなど、文化の香り高い地である。
落合地域の大半が、農地、山林であり、静かな生活環境を保っている。大きな開発計画もなく人口

動態が安定している。一時生徒数は減少してきたが、現在は微増である。３世代同居の家庭が多く、
よき伝統が受け継がれている。地域住民の学校に対する期待と関心は高く、学校の施設の社会体育へ
の開放とあいまって、生徒だけではなく、住民にとっても地域の文化、体育の拠点として位置付いて
いる。資源回収、環境整備作業等は、地域住民の協力的な参加があり、地域ぐるみの活動のなかで、
生徒は体験的な学習を行っている。
＜生徒の実態＞
確かな学力－授業態度が非常に良く、話をしっかり聞くことができるが、自分の考えを適切に表現

することには課題がある。自学自習を目的として一昨年度にスタートさせたエレベー
ト学習にも真剣に取り組んでいる。その一方で、家庭学習が不足し、学力の定着が不
十分なところがあり、今年度の大きな課題の一つである。体験的な活動には積極的に
取り組み、生徒の自発的・自治的な合唱活動・環境・福祉活動等の活動にも、大きな
自信と高まりが見られる。

豊 か な 心－礼儀正しく、素直で、相手の話をよく聞き、学校行事や生徒会活動へも意欲的に参加
し、地域の奉仕活動に参加できる。生徒会をはじめとする委員会活動においても、自
分たちでアイデアを出し、学校生活を有意義にしようとする姿が見られる。特に生徒
会活動においては、一昨年度より、毎年スローガンに掲げ、方向性を明確にしてさま
ざまな活動に取り組むことによって、年々活性化している。３年前から始まった生徒
会行事「落合フレンドパーク」も定着し、全校生徒の交流・信頼関係作りの礎となっ
ている。生徒のほとんどは、同一の保育園、小学校出身であり幼児期から一緒に育っ
て来たために、友達のいろいろなよさを知っていて、人間関係は良好である。しかし
その一方で、狭い人間関係や固定的な見方があるなど、学校としての課題もある。

健康・体力－大変明るくはつらつとして、運動を好むが、部活動への参加が消極的な生徒も見られ
るようになってきている。一方、期間限定で活動する陸上部にも多くの生徒が意欲的
に参加している。ほとんどの生徒が落ち着いた生活習慣を身につけているが、最近、
就寝時刻が遅い、テレビやゲーム、携帯電話に依存する生活を送る、など生活の乱れ
が見られるようになっており、今年度の課題の一つである。
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